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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上枠、下枠及び左右の縦枠を枠組みして構成された枠体と、
　該枠体内にスライド可能に配置される障子と、を備え、
　該障子は、上下方向に延びる戸先框及び召合せ框と、左右方向に延びる上框及び下框と
、を有し、四方枠状に形成された樹脂框を備え、
　前記召合せ框、及び他の障子または前記障子が閉鎖される位置で対向する壁部には、そ
れぞれ対向する側に、障子移動規制部及び開き防止金具が設けられ、
　前記障子移動規制部は、樹脂製であるとともに、対向配置された前記障子移動規制部と
屋内外方向に係合可能に構成され、
　前記開き防止金具の前記左右方向の端部は、互いに屋内外方向に離間しつつ、平面視で
屋内外方向に重なって配置されるとともに、火災時にのみ前記屋内外方向に当接可能に構
成されていることを特徴とする建具。
【請求項２】
　前記障子は、前記樹脂框の内部に配置された金属製の框補強部材を有し、
　前記開き防止金具は、前記框補強部材に連結されている請求項１に記載の建具。
【請求項３】
　前記開き防止金具は、
　前記召合せ框の前記他の障子または前記壁部を向く側に取り付けられた取付部と、
　該取付部から前記他の障子または前記壁部側に延びる延出部と、
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　該延出部から前記戸先框側に延びる当接部と、を有し、
　前記開き防止金具の前記当接部どうしは、互いに前記屋内外方向に離間しつつ重なって
配置されるとともに、火災時にのみ前記屋内外方向に当接可能に構成されている請求項１
または２に記載の建具。
【請求項４】
　前記取付部の前記他の障子または前記壁部を向く側に、第一加熱発泡材が設けられ、
　該第一加熱発泡材の前記他の障子または前記壁部を向く側に、第二加熱発泡材が設けら
れ、
　該第一加熱発泡材の発泡温度は、前記第二加熱発泡材の発泡温度よりも高い請求項３に
記載の建具。
【請求項５】
　前記障子のスライド移動をロック可能なロック部を備え、
　前記開き防止金具は、前記ロック部よりも上方に設けられている請求項１から３のいず
れか一項に記載の建具。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建具に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、樹脂で障子枠や框が形成された樹脂サッシは、断熱性が高く、北海道等の寒
冷地で使用されている。
【０００３】
　樹脂サッシの引き違い戸では、火災時に高温に晒されると、樹脂部材で形成された框等
が溶融してしまう。そこで、内障子及び外障子の召合せ框に見付け方向に延びる開き防止
部材（煙返し）が設けられ、開き防止部材の先端部どうしが屋内外方向に重なって配置さ
れ、外障子及び内障子の召合せ框どうしを拘束したものが提案されている（例えば、下記
の特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１５－４８６００号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記の特許文献１に記載の樹脂サッシでは、外障子の開き防止部材の屋
外側と内障子の開き防止部材の屋内側とが接触しているため、開閉時に開き防止部材どう
しの摩擦により、開閉に支障をきたすという問題点がある。
【０００６】
　そこで、本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、障子の開閉動作の妨げとな
ることがなく、火災時に障子を互いに拘束することができる建具を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明は以下の手段を採用している。
　すなわち、本発明に係る建具は、上枠、下枠及び左右の縦枠を枠組みして構成された枠
体と、該枠体内にスライド可能に配置される障子と、を備え、該障子は、上下方向に延び
る戸先框及び召合せ框と、左右方向に延びる上框及び下框と、を有し、四方枠状に形成さ
れた樹脂框を備え、前記召合せ框、及び他の障子または前記障子が閉鎖される位置で対向
する壁部には、それぞれ対向する側に、障子移動規制部及び開き防止金具が設けられ、前
記障子移動規制部は、樹脂製であるとともに、対向配置された前記障子移動規制部と屋内
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外方向に係合可能に構成され、前記開き防止金具の前記左右方向の端部は、互いに屋内外
方向に離間しつつ、平面視で屋内外方向に重なって配置されるとともに、火災時にのみ前
記屋内外方向に当接可能に構成されていることを特徴とする。
【０００８】
　このように構成された建具では、召合せ框、及び他の障子または障子が閉鎖される位置
で対向する壁部には、それぞれ対向する側に、障子移動規制部及び開き防止金具が設けら
れている。開き防止金具の左右方向の端部は、互いに屋内外方向に離間して配置されてい
るため、開閉時に接触することがなく、開閉動作の妨げとなることがない。
　また、障子移動規制部は対向配置された障子移動規制部と屋内外方向に係合するため、
障子は互いに拘束される。火災時に樹脂製の障子移動規制部が溶融した場合であっても、
開き防止金具の左右方向の端部が互いに屋内外方向に当接して、障子を互いに拘束するこ
とができる。
【０００９】
　また、本発明に係る建具では、前記障子は、前記樹脂框の内部に配置された金属製の框
補強部材を有し、前記開き防止金具は、前記框補強部材に連結されていることが好ましい
。
【００１０】
　このように構成された建具では、開き防止金具は框補強部材に連結されているため、火
災時に高温になり万が一樹脂框が溶融しても、開き防止金具が召合せ框から脱落したり、
外れたりすることが抑制される。
【００１１】
　また、本発明に係る建具では、前記開き防止金具は、前記召合せ框の前記他の障子また
は前記壁部を向く側に取り付けられた取付部と、該取付部から前記他の障子または前記壁
部側に延びる延出部と、該延出部から前記戸先框側に延びる当接部と、を有し、前記開き
防止金具の前記当接部どうしは、互いに前記屋内外方向に離間しつつ重なって配置される
とともに、火災時にのみ前記屋内外方向に当接可能に構成されていてもよい。
【００１２】
　このように構成された建具では、延出部は、障子の召合せ框における他の障子または壁
部を向く側に取り付けられた取付部から、他の障子または壁部側に延びる。よって、延出
部から戸先框側に延びる当接部を一の障子から屋内外方向に離間して設けることができる
。したがって、延出部で形成される空間に他方の当接部を配置することにより、当接部ど
うしが屋内外方向に離間して配置されるため、開閉時に当接部どうしが接触することがな
く、開閉動作の妨げとなることがない。
　また、当接部は戸先框側に延びるため、火災時に、開き防止金具の当接部どうしが当接
する面積を大きく確保でき、障子を互いに確実に拘束することができる。
【００１３】
　また、本発明に係る建具では、前記取付部の前記他の障子または前記壁部を向く側に、
第一加熱発泡材が設けられ、該第一加熱発泡材の前記他の障子または前記壁部を向く側に
、第二加熱発泡材が設けられ、該第一加熱発泡材の発泡温度は、前記第二加熱発泡材の発
泡温度よりも高くてもよい。
【００１４】
　このように構成された建具では、火災時には、火災温度が所定の温度に達すると、第一
加熱発泡材及び第二加熱発泡材のうち発泡温度が低い方の第二加熱発泡材が、屋内外方向
に発泡し、召合せ框と他の障子または壁部との間の隙間が塞がれる。さらに、火災温度の
上昇に伴い障子が変形して、隙間が生じた場合でも、第二加熱発泡材よりも発泡温度が高
い第一加熱発泡材が、屋内外方向に発泡し、当該隙間が塞がれる。よって、火災時に、一
対の障子の召合せ框間の隙間を塞ぐことができる。
　また、召合せ框には他の障子または壁部と対向する面に、第一加熱発泡材が設けられ、
第一加熱発泡材には他の障子または壁部と対向する面に第二加熱発泡材が設けられている
。よって、第二加熱発泡材が露出しているため、火災時に、第二加熱発泡材から順に確実



(4) JP 6868525 B2 2021.5.12

10

20

30

40

50

に発泡させることができる。
【００１５】
　また、本発明に係る建具では、前記障子のスライド移動をロック可能なロック部を備え
、前記開き防止金具は、前記ロック部よりも上方に設けられていてもよい。
【００１６】
　このように構成された建具では、開き防止金具はロック部よりも上方に設けられている
ため、火災時に最も反りが大きい框の上部を確実に拘束することができる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明に係る建具によれば、障子の開閉動作の妨げとなることがなく、火災時に障子を
互いに拘束することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の一実施形態に係る引き違い窓を屋内側から見た正面図である。
【図２】図１のＡ－Ａ線断面図である。
【図３】図１のＢ－Ｂ線断面図である。
【図４】図３のＣ部拡大図である。
【図５】本発明の一実施形態に係る引き違い窓の外障子を屋内側から見た斜視図である。
【図６】本発明の一実施形態に係る引き違い窓において、開き防止金具がある位置での水
平断面図である。
【図７】図３のＣ部拡大図である。
【図８】本発明の一実施形態に係る引き違い窓において、開き防止金具がある位置での水
平断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明の一実施形態による建築物の開口部に設けられる建具の一例として、引き
違い窓を図１から図８に基づいて説明する。
　図１は、本発明の一実施形態に係る引き違い窓を屋内側から見た正面図である。図２は
、図１のＡ－Ａ線断面図である。図３は、図１のＢ－Ｂ線断面図である。
　図１から図３に示すように、引き違い窓（建具）１００は、建築物の開口部に設けられ
、四角形枠状に形成された枠体１と、枠体１に対して左右方向にスライド可能に設けられ
た外障子２Ａ及び内障子２Ｂと、を備えている。
　なお、以下の説明において、屋外側と屋内側とを結ぶ方向を屋内外方向と称し、外障子
２Ａ及び内障子２Ｂの上下方向と交差して外障子２Ａ及び内障子２Ｂに沿う方向を左右方
向と称する。
【００２０】
　枠体１は、左右方向に延在する上枠１１及び下枠１２と、上枠１１の両端部と下枠１２
の両端部とをそれぞれ連結し上下方向に延在する縦枠１３と、を有している。本実施形態
では、枠体１は、合成樹脂製の押出成形部材で構成されている。上枠１１、下枠１２及び
縦枠１３は、両端部が斜め４５°に切断されて、互いの切断面が突き付けられて溶着され
て枠体１が構成されている。
【００２１】
　外障子２Ａは枠体１の屋外側に設けられ、内障子２Ｂは枠体１の屋内側に設けられてい
る。外障子２Ａ及び内障子２Ｂが閉じた状態で、枠体１内を閉塞するように配置されてい
る。外障子２Ａ及び内障子２Ｂは、それぞれ四方枠状に形成された框体２０と、框体２０
内に納められた複層ガラス３０と、を有している。
【００２２】
　框体２０は、左右方向に延在する上框２１及び下框２２と、上框２１の両端部と下框２
２の両端部とをそれぞれ連結し上下方向に延在する戸先框２３及び召合せ框２４（なお、
上框２１、下框２２、戸先框２３及び召合せ框２４のそれぞれを単に「框」と称すること
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がある。）と、を有している。以下の説明では、框が延びる方向を、長さ方向と称するこ
とがある。
【００２３】
　図２及び図３に示すように、各框は、それぞれ長さ方向に延びる合成樹脂製の樹脂框２
５と、それぞれ長さ方向に延びる金属製の第１框芯材１１０を有している。
【００２４】
　各框の樹脂框２５は、互いに同じ断面に形成されている。樹脂框２５は、内部に長さ方
向全体にわたって中空部（框ホロー部Ｓ１とする）が形成されている。上框２１、下框２
２、戸先框２３及び召合せ框２４は、両端部が斜め４５°に切断されて、互いの切断面が
突き付けられて溶着されて框体２０が構成されている。下框２２には、下枠１２に沿って
左右方向に走行可能な戸車（不図示）が設けられている。
【００２５】
　第１框芯材１１０は、樹脂框２５の框ホロー部Ｓ１に挿入配置されている。第１框芯材
１１０は、樹脂框２５よりも長さ方向に若干短く形成されている。
【００２６】
　各框には、それぞれ断面略コの字状のガラス保持溝２９が形成されている。複層ガラス
３０の周縁部は、ガラス保持溝２９内に嵌め込まれている。複層ガラス３０の周縁部の屋
内側の面は、框に係止された押縁３６で押さえられている。また、複層ガラス３０の周縁
部の屋外側の面と框との間には、ガラスパッキン３７が嵌め込まれている。
【００２７】
　図１に示すように、外障子２Ａと内障子２Ｂとは、互いの召合せ框２４に設けられたク
レセント錠（ロック部）３８をロックすることにより、スライド移動がロックされるよう
に構成されている。また、クレセント錠３８を解除することにより、スライド移動が可能
となるように構成されている。
【００２８】
　次に、上記の引き違い窓１００の主に召合せ框２４の構成について、詳細に説明する。
　まず、外障子２Ａと内障子２Ｂのうち、外障子２Ａの召合せ框２４（以下、召合せ外框
２４Ａと称する）について説明する。
　図４は、図３のＣ部拡大図である。なお、図４では、主に外障子２Ａの部材に符号を付
している（内障子２Ｂの部材の符号は、後述する図７に付している）。
　図４に示すように、召合せ外框２４Ａの樹脂框２５は、屋外側に配置される外壁部４０
と、屋内側に配置される内壁部５０と、外壁部４０と内壁部５０を連結する第１連結板部
６１及び第２連結板部６２と、を有している。第１連結板部６１は、第２連結板部６２よ
りも複層ガラス３０側に配置されている。
【００２９】
　外壁部４０は、屋外側に配置される外板部４１、屋内側に配置される内板部４２と、外
板部４１と内板部４２と連結する第１～第４見込み板部４３，４４，４５，４６と、を有
している。
【００３０】
　外板部４１は、平板状に形成され、左右方向に沿って配置されている。内板部４２は、
屋内外方向に延びる段部４２ａ，４２ｃ，４２ｂが左右方向に間隔を有して設けられた板
状に形成され、左右方向に沿って配置されている。外板部４１は、内板部４２よりも左右
方向に長く形成されている。
【００３１】
　第１～第４見込み板部４３，４４，４５，４６は、それぞれ屋外側の端部が外板部４１
の屋内側の面と接続され、屋内側の端部が内板部４２の屋外側の面と接続されている。第
１～第４見込み板部４３，４４，４５，４６は、この順で複層ガラス３０と近接する側か
ら離間する側に向かって間隔を有して配置されている。
【００３２】
　第１見込み板部４３は、外板部４１における複層ガラス３０側の端部よりも複層ガラス
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３０から離間する側の部分と、内板部４２における複層ガラス３０側の端部よりもやや複
層ガラス３０から離間する側の部分とを連結している。
【００３３】
　第２見込み板部４４は、外板部４１と、内板部４２の段部４２ａとを連結している。内
板部４２では、第２見込み板部４４よりも複層ガラス３０側の部分が、第２見込み板部４
４よりも複層ガラス３０から離間する側の部分よりも、屋外側に配置されている。
【００３４】
　内板部４２は、第２見込み板部４４と第３見込み板部４５との間の部分が、他の部分よ
りも板厚が薄く形成されている。内板部４２における第２見込み板部４４よりも複層ガラ
ス３０から離間する側では、第３見込み板部４５よりも複層ガラス３０側の部分と、第３
見込み板部４５よりも複層ガラス３０から離間する側で第４見込み板部４６よりも複層ガ
ラス３０側の部分とは、屋外側の面が面一となり、屋内側の面が前者よりも後者の方が屋
内側に配置されている。このため、内板部４２には、第３見込み板部４５との接続部分に
おける屋内側に段部４２ｃが形成されている。
【００３５】
　第４見込み板部４６は、外板部４１の複層ガラス３０から離間する側の端部よりも内側
の部分と、内板部４２の複層ガラス３０から離間する側の端部よりも内側の部分とを連結
している。
【００３６】
　内板部４２には、第４見込み板部４６との接続部分に段部４２ｂが形成されている。内
板部４２では、第４見込み板部４６よりも複層ガラス３０側の部分が、第４見込み板部４
６よりも複層ガラス３０から離間する側の部分よりも屋外側に配置されている。
【００３７】
　外板部４１における複層ガラス３０側の端部には、屋内側に延びてその屋内側の先端部
から更に複層ガラス３０から離間する側に突出する第１突出片４１ａが設けられている。
　第１突出片４１ａの先端部は、内板部４２における複層ガラス３０側の端部よりも複層
ガラス３０側に配置されている。第１突出片４１ａ、外板部４１、第１見込み板部４３及
び内板部４２により囲まれた空間には、ガラスパッキン３７が嵌め込まれている。
【００３８】
　外板部４１における複層ガラス３０から離間する側の端部には、屋内側に突出する第２
突出片４１ｂが設けられている。内板部４２における複層ガラス３０から離間する側の端
部には、屋外側に突出する第３突出片４２ｄが設けられている。第２突出片４１ｂの先端
部と第３突出片４２ｄの先端部とは、屋内外方向に間隔を有して対向配置されている。内
板部４２と外板部４１との間における第４見込み板部４６よりも複層ガラス３０から離間
する側の空間には、後述する外框アタッチメント７０Ａが嵌め込まれている。
【００３９】
　内壁部５０は、屋外側に配置される外板部５１と、屋内側に配置される内板部５２と、
外板部５１と内板部５２と連結する第１見込み板部５３及び第２見込み板部５４と、を有
している。
【００４０】
　外板部５１は、屋内外方向に延びる段部５１ａが設けられた板状に形成され、左右方向
に沿って配置されている。内板部５２は、板状に形成され、左右方向に沿って配置されて
いる。外板部５１と内板部５２とは、左右方向に同じ長さに形成され、両端部の左右方向
の位置が揃って配置されている。
【００４１】
　第１見込み板部５３及び第２見込み板部５４は、それぞれ屋外側の端部が外板部５１の
屋内側の面と接続され、屋内側の端部が内板部５２の屋外側の面と接続されている。第１
見込み板部５３は、第２見込み板部５４よりも、複層ガラス３０側に配置されている。
【００４２】
　第１見込み板部５３は、外板部５１における複層ガラス３０側の端部よりも複層ガラス
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３０から離間する側の部分と、内板部５２における複層ガラス３０側の端部よりも複層ガ
ラス３０から離間する側の部分とを連結している。
【００４３】
　内板部５２における複層ガラス３０側の端部には、屋外側に延びる第１突出片５２ａが
設けられている。第１突出片５２ａの先端部は、外板部５１における複層ガラス３０側の
端部と屋内外方向に間隔を有して対向配置されている。第１突出片５２ａ、内板部５２、
第１見込み板部５３、及び外板部５１に囲まれた空間には、押縁３６が嵌め込まれている
。
【００４４】
　外板部５１には、第２見込み板部５４との接続部分に段部５１ａが形成されている。外
板部５１では、第２見込み板部５４よりも複層ガラス３０から離間する側の部分が、第２
見込み板部５４よりも複層ガラス３０側の部分よりも屋外側に配置されている。
【００４５】
　外板部５１における複層ガラス３０から離間する側の端部には、屋内側に突出する第２
突出片５１ｂが設けられている。内板部５２における複層ガラス３０から離間する側の端
部には、屋外側に突出する第３突出片５２ｂが設けられている。第２突出片５１ｂの先端
部と第３突出片５２ｂの先端部とは、屋内外方向に間隔を有して対向配置されている。外
板部５１と内板部５２との間における第２見込み板部５４よりも複層ガラス３０から離間
する側の空間には、後述する外框アタッチメント７０Ａが嵌め込まれている。
【００４６】
　外壁部４０における複層ガラス３０から離間する側の端部と、内壁部５０における複層
ガラス３０から離間する側の端部とは、左右方向の位置が揃って配置されている。外壁部
４０における複層ガラス３０側の端部は、内壁部５０における複層ガラス３０側の端部よ
りも複層ガラス３０側に配置されている。
【００４７】
　第１連結板部６１は、外壁部４０の第２見込み板部４４と左右方向に同じ位置で、外壁
部４０の内板部４２と連結されている。第１連結板部６１は、内壁部５０の外板部５１と
、外板部５１における複層ガラス３０側の端部よりもやや複層ガラス３０から離間する側
において連結されている。
【００４８】
　第２連結板部６２は、外壁部４０の第３見込み板部４５と左右方向に同じ位置で、外壁
部４０の内板部４２と連結されている。第２連結板部６２は、内壁部５０の外板部５１と
、内壁部５０の第１見込み板部５３と第２見込み板部５４との間の左右方向の位置におい
て連結されている。
【００４９】
　樹脂框２５には、外壁部４０の内板部４２、内壁部５０の外板部５１、第１連結板部６
１及び第２連結板部６２に囲まれて、框ホロー部Ｓ１が形成されている。
【００５０】
　框ホロー部Ｓ１の内部には、第１框芯材１１０が設けられている。第１框芯材１１０は
、水平断面形状が略コ字形状（Ｃ字形状）をなし、屋内側に開口する向きで配置されてい
る。
【００５１】
　第１框芯材１１０は、底面部１１１と、第１側面部１１２及び第２側面部１１３と、を
有する。底面部１１１は、外壁部４０の内板部４２における屋内側を向く面に沿って配置
されている。第１側面部１１２及び第２側面部１１３は、底面部１１１の左右方向の両端
部からそれぞれ屋内側に延びている。第１側面部１１２は、第１連結板部６１における複
層ガラス３０から離間する側を向く面に沿って配置されている。第２側面部１１３は、第
２連結板部６２における複層ガラス３０側を向く面に沿って配置されている。
【００５２】
　第１框芯材１１０の底面部１１１における屋内側を向く面には、加熱発泡材Ｆ１が設け
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られている。加熱発泡材Ｆ１は、長尺状に形成され、厚さ方向（発泡する方向）を屋内外
方向に向けて配置されている。加熱発泡材Ｆ１は、樹脂框２５の長さ方向（上下方向）の
両端部を除いて略全長にわたって配置されている。
【００５３】
　また、樹脂框２５には、第２連結板部６２よりも複層ガラス３０から離間する側に、外
壁部４０の内板部４２、内壁部５０の外板部５１及び第２連結板部６２に囲まれて、複層
ガラス３０から離間する側に開口する框凹部空間Ｓ２が形成されている。
【００５４】
　框凹部空間Ｓ２の内部には、第２框芯材（框補強部材）１２０が設けられている。第２
框芯材１２０は、水平断面形状が略コ字形状（Ｃ字形状）をなし、複層ガラス３０から離
間する側に開口する向きで配置されている。
【００５５】
　第２框芯材１２０は、底面部１２１と、第１側面部１２２及び第２側面部１２３と、を
有する。底面部１２１は、第２連結板部６２における複層ガラス３０から離間する側を向
く面に当接配置されている。第１側面部１２２及び第２側面部１２３は、底面部１２１の
屋内外方向の両端部からそれぞれ複層ガラス３０から離間する側に延びている。第１側面
部１２２は、内壁部５０の外板部５１の段部５１ａにおける屋外側を向く面に当接配置さ
れている。第２側面部１２３は、外壁部４０の内板部４２の段部４２ｂにおける屋内側を
向く面に当接配置されている。
【００５６】
　螺子１２１ｚが、第２框芯材１２０の底面部１２１及び第２連結板部６２に挿通され、
第１框芯材１１０の第２側面部１１３に螺合されている。螺子１２１ｚは、第１框芯材１
１０の上下両端部近傍に設けられている。
【００５７】
　第２框芯材１２０の第２側面部１２３における屋内側を向く面には、加熱発泡材Ｆ２が
設けられている。加熱発泡材Ｆ２は、長尺状に形成され、厚さ方向（発泡する方向）を屋
内外方向に向けて配置されている。加熱発泡材Ｆ２は、樹脂框２５の長さ方向（上下方向
）の両端部を除いて略全長にわたって配置されている。
【００５８】
　框凹部空間Ｓ２の外壁部４０側において、内板部４２に段部４２ｂが設けられることに
より、第２連結板部６２、内板部４２及び段部４２ｂに囲まれて、第１凹溝Ｓ１１が形成
されている。框凹部空間Ｓ２の内壁部５０側において、外板部５１に段部５１ａが設けら
れることにより、第２連結板部６２、外板部５１及び段部５１ａに囲まれて、第２凹溝Ｓ
１２が形成されている。
【００５９】
　第２凹溝Ｓ１２には、内壁部５０の内板部５２における屋外側を向く面には、加熱発泡
材Ｆ３が設けられている。加熱発泡材Ｆ３は、長尺状に形成され、厚さ方向（発泡する方
向）を屋内外方向に向けて配置されている。加熱発泡材Ｆ３は、樹脂框２５の長さ方向（
上下方向）の両端部を除いて略全長にわたって配置されている。
【００６０】
　また、樹脂框２５には、第１連結板部６１よりも複層ガラス３０側に、外壁部４０、第
１連結板部６１及び内壁部５０に囲まれて、複層ガラス３０側に開口するガラス保持溝２
９が形成されている。
【００６１】
　ガラス保持溝２９には、複層ガラス３０の周縁部が嵌め込まれている。ガラス保持溝２
９には、第１連結板部６１における複層ガラス３０側に加熱発泡材Ｆ４が設けられている
。加熱発泡材Ｆ４は、長尺状に形成され、厚さ方向（発泡する方向）を左右方向に向けて
配置されている。加熱発泡材Ｆ４は、樹脂框２５の長さ方向（上下方向）の両端部を除い
て略全長にわたって配置されている。
【００６２】
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　外壁部４０における複層ガラス３０から離間する側の端部から内壁部５０における複層
ガラス３０から離間する側に端部にまたがって、外框アタッチメント７０Ａが嵌め込まれ
ている。外框アタッチメント７０Ａは、樹脂框２５の長さ方向（上下方向）にわたって配
置されている。
【００６３】
　外框アタッチメント７０Ａは、閉塞板部７１と、第１折曲板部７２と、第２折曲板部７
３と、第３折曲板部７４と、第４折曲板部７５と、端部板部（障子移動規制部）７６と、
を有している。
【００６４】
　閉塞板部７１は、板状に形成され、屋内外方向に沿って配置されている。閉塞板部７１
における複層ガラス３０側の面には、複層ガラス３０側に向かって突出する第１係止片７
１ａ及び第２係止片７１ｂが設けられている。第１係止片７１ａは、第２係止片７１ｂよ
りも屋外側に配置されている。
【００６５】
　第１係止片７１ａは、樹脂框２５の外壁部４０の第２突出片４１ｂと第３突出片４２ｄ
との間に係止されている。第２係止片７１ｂは、樹脂框２５の内壁部５０の第２突出片５
１ｂと第３突出片５２ｂとの間に係止されている。
【００６６】
　第１折曲板部７２は、閉塞板部７１の屋内側の端部から複層ガラス３０側に延びている
。第１折曲板部７２の屋内側の面には、屋内側に向かって突出する第１封止片７２ａ及び
第２封止片７２ｂが設けられている。
【００６７】
　第１封止片７２ａは、第２封止片７２ｂよりも複層ガラス３０側に配置されている。第
２封止片７２ｂの突出長さは、第１封止片７２ａの突出長さよりも長い。外障子２Ａ及び
内障子２Ｂが閉じられた状態で、第１封止片７２ａの先端部は、内障子２Ｂの召合せ框２
４の外壁部４０の外板部４１における複層ガラス３０側の端部よりも複層ガラス３０から
離間する側の部分に当接している（図７参照）。第２封止片７２ｂの先端部は、後述する
内障子２Ｂの召合せ框２４の外壁部４０の外板部４１における複層ガラス３０側の端部（
第１突出片４１ａ）に当接している（図７参照）。
【００６８】
　第２折曲板部７３は、第１折曲板部７２における複層ガラス３０側の端部から屋外側に
延びている。第２折曲板部７３の屋外側の端部は、樹脂框２５の内壁部５０の内板部５２
の屋内側の面に達している。
【００６９】
　第３折曲板部７４は、第２折曲板部７３の屋外側の端部から複層ガラス３０側に延びて
いる。第３折曲板部７４は、樹脂框２５の内壁部５０の内板部５２の屋内側の面に当接配
置されている。
【００７０】
　第４折曲板部７５は、第３折曲板部７４における複層ガラス３０側の端部から屋内側に
延びている。端部板部７６は、第４折曲板部７５の屋内側の端部から複層ガラス３０側に
延びている。
【００７１】
　第２折曲板部７３、第３折曲板部７４及び第４折曲板部７５により、屋外側に凹むアタ
ッチメント凹部Ｓ４が形成されている。
【００７２】
　図５は、引き違い窓１００の外障子２Ａを屋内側から見た斜視図である。
　図５に示すように、外框アタッチメント７０Ａには、上部に２箇所及び下部で１箇所に
おいて、第４折曲板部７５及び端部板部７６が設けられていない（切り欠かれた）切欠き
部７９が形成されている。
【００７３】
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　図６は、引き違い窓１００において、開き防止金具８０がある位置での水平断面図であ
る。
　図６に示すように、第３折曲板部７４から切欠き部７９にまたがって、開き防止金具８
０が設けられている。開き防止金具８０は、取付壁部（取付部）８１と、第１折曲壁部（
延出部）８２と、第２折曲壁部（端部、当接部）８３と、を有している。開き防止金具８
０は、外框アタッチメント７０Ａの切欠き部７９に、つまり上部に２箇所及び下部で１箇
所に設けられている。上側に配置された開き防止金具８０は、クレセント錠３８（図１参
照）よりも上方に配置されている。
【００７４】
　取付壁部８１は、外框アタッチメント７０Ａの第３折曲板部７４の屋内側の面に当接配
置されている。
【００７５】
　第１折曲壁部８２は、取付壁部８１における複層ガラス３０側の端部から屋内側に延び
ている。第１折曲壁部８２は、切欠き部７９に配置され、外框アタッチメント７０Ａの第
４折曲板部７５と複層ガラス３０側の面が面一となっている。
【００７６】
　第２折曲壁部８３は、第１折曲壁部８２の屋内側の端部から複層ガラス３０側に延びて
いる。第２折曲壁部８３は、切欠き部７９に配置され、外框アタッチメント７０Ａの端部
板部７６（図４参照）と面一となっている。
【００７７】
　外框アタッチメント７０Ａのアタッチメント凹部Ｓ４において、開き防止金具８０の屋
内側の面には、金属製の補強材９０が設けられている。補強材９０は、長尺状に形成され
、厚さ方向を屋内外方向に向けて配置されている。補強材９０は、樹脂框２５の長さ方向
（上下方向）にわたって配置されている。
【００７８】
　補強材９０の屋内側の面には、高温加熱発泡材（第一加熱発泡材）Ｆ５が設けられてい
る。高温加熱発泡材Ｆ５は、長尺状に形成され、厚さ方向（発泡する方向）を屋内外方向
に向けて配置されている。高温加熱発泡材Ｆ５は、樹脂框２５の長さ方向（上下方向）の
両端部を除いて略全長にわたって配置されている。
【００７９】
　高温加熱発泡材Ｆ５の屋内側の面には、低温加熱発泡材（第二加熱発泡材）Ｆ６が設け
られている。低温加熱発泡材Ｆ６は、長尺状に形成され、厚さ方向（発泡する方向）を屋
内外方向に向けて配置されている。低温加熱発泡材Ｆ６は、樹脂框２５の長さ方向（上下
方向）の両端部を除いて略全長にわたって、高温加熱発泡材Ｆ５に積層配置されている。
【００８０】
　低温加熱発泡材Ｆ６の発泡温度は、高温加熱発泡材Ｆ５の発泡温度よりも低い。例えば
、低温加熱発泡材Ｆ６としてエポキシ樹脂で構成されたものが採用され、高温加熱発泡材
Ｆ５としてポリ塩化ビニル樹脂で構成されたものが採用される。高温加熱発泡材Ｆ５の発
泡開始温度は、低温加熱発泡材Ｆ６の発泡開始温度よりも高い。
【００８１】
　螺子１２２ｚが、低温加熱発泡材Ｆ６、高温加熱発泡材Ｆ５、補強材９０、開き防止金
具８０の取付壁部８１、外框アタッチメント７０Ａの第３折曲板部７４、召合せ外框２４
Ａの内壁部５０の内板部５２、外板部５１及び加熱発泡材Ｆ３に挿通され、第２框芯材１
２０の第１側面部１２２に螺合されている。螺子１２２ｚは、各開き防止金具８０の上下
２箇所に設けられている。
【００８２】
　図７は、図３のＣ部拡大図である。なお、図７では、主に内障子２Ｂの部材に符号を付
している。
　図７に示すように、内障子２Ｂの召合せ框２４（以下、召合せ内框２４Ｂと称する）の
樹脂框２５は、召合せ外框２４Ａの樹脂框２５と基本的に同様の構成であり、異なる構成
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のみ説明し、同様の構成は同一の符号を付してその説明を省略する。
【００８３】
　召合せ内框２４Ｂでは、第２凹溝Ｓ１２には加熱発泡材Ｆ３（図４参照）が設けられて
いない。
【００８４】
　召合せ内框２４Ｂでは、外壁部４０の外板部４１、第４見込み板部４６、内板部４２及
び第３見込み板部４５に囲まれて、屋外側ホロー部Ｓ５が形成されている。
【００８５】
　外板部４１における屋内側を向く面（屋外側ホロー部Ｓ５側の面）には、加熱発泡材Ｆ
２０が設けられている。加熱発泡材Ｆ２０は、長尺状に形成され、厚さ方向（発泡する方
向）を屋内外方向に向けて配置されている。加熱発泡材Ｆ２０は、樹脂框２５の長さ方向
（上下方向）の両端部を除いて略全長にわたって配置されている。
【００８６】
　内框アタッチメント７０Ｂは、召合せ外框２４Ａの外框アタッチメント７０Ａを屋内外
方向及び左右方向に反転して（屋外側と屋内側とが逆になるとともに、左右逆になるよう
に）配置されている。内框アタッチメント７０Ｂの第１係止片７１ａは、樹脂框２５の内
壁部５０の第２突出片５１ｂと第３突出片５２ｂとの間に係止さている。内框アタッチメ
ント７０Ｂの第２係止片７１ｂは、樹脂框２５の外壁部４０の第２突出片４１ｂと第３突
出片４２ｄとの間に係止されている。また、内框アタッチメント７０Ｂでは、第１封止片
７２ａ及び第２封止片７２ｂが設けられていない。
【００８７】
　内框アタッチメント７０Ｂでは、第１折曲板部７２には、屋内側に延びる第１壁部７２
ｃが設けられている。第１壁部７２ｃの屋内側の端部には、複層ガラス３０側に延びる第
２壁部７２ｄが設けられている。第２壁部７２ｄにおける複層ガラス３０側の端部は、第
２折曲板部７３に接続されている。第１折曲板部７２には、屋内外方向に貫通し、上下方
向に延びるスリット７２ｓが形成されている。
【００８８】
　第１壁部７２ｃ、第２壁部７２ｄ、第２折曲板部７３の第２壁部７２ｄよりも屋外側の
部分及び第１折曲板部７２のスリット７２ｓの両側の部分により、凹溝Ｓ６が形成されて
いる。凹溝Ｓ６内には気密材９５が配置され、気密材９５の屋外側の端部は外障子２Ａの
押縁３６の屋内側の面に当接している。
【００８９】
　外障子２Ａ及び内障子２Ｂに屋外側に圧力が生じたり屋内側に圧力が生じたり際には、
外障子２Ａ及び内障子２Ｂが屋内外方向にわずかに変位する。これにより、外框アタッチ
メント７０Ａ及び内框アタッチメント７０Ｂの端部板部７６どうしが屋内外方向に当接（
係合）し、外障子２Ａ及び内障子２Ｂを互いに拘束する。
【００９０】
　図８は、引き違い窓１００において、開き防止金具８０がある位置での水平断面図であ
る。
　図８に示すように、内障子２Ｂの開き防止金具８０の第２折曲壁部８３は、内框アタッ
チメント７０Ｂの端部板部７６よりも屋外側に配置されている。開き防止金具８０に沿っ
て配置された高温加熱発泡材Ｆ５及び低温加熱発泡材Ｆ６は、内障子２Ｂの召合せ内框２
４Ｂに設けられた不図示の芯材に螺子１２３ｚで固定されている。
【００９１】
　召合せ外框２４Ａに設けられた開き防止金具８０の第２折曲壁部８３と、召合せ内框２
４Ｂに設けられた開き防止金具８０の第２折曲壁部８３とは、屋内外方向に離間して配置
されている。召合せ外框２４Ａに設けられた開き防止金具８０の第２折曲壁部８３と、召
合せ内框２４Ｂに設けられた開き防止金具８０の第２折曲壁部８３とは、平面視で、屋内
外方向に重なって配置されている。
【００９２】
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　本実施形態に係る引き違い窓１００において、火災が発生した場合には、各加熱発泡材
が発泡する。具体的には、加熱発泡材Ｆ１，Ｆ２は、屋内側に発泡して、それぞれ框ホロ
ー部Ｓ１及び框凹部空間Ｓ２を塞ぐ。また、加熱発泡材Ｆ３は、屋外側に発泡して、内壁
部５０の外板部５１と第２框芯材１２０の第１側面部１２２との間の隙間（第２凹溝Ｓ１
２）を塞ぐ。また、加熱発泡材Ｆ４は、複層ガラス３０側に発泡して、内壁部５０の外板
部５１と第２框芯材１２０の第１側面部１２２との間の隙間（第２凹溝Ｓ１２）を塞ぐ。
【００９３】
　また、火災時には、火災温度が所定の温度まで達すると、加熱発泡材Ｆ４が屋内側に発
泡して、ガラス保持溝２９において、第１連結板部６１と複層ガラス３０の端面との間の
隙間を埋める。また、内障子２Ｂにおいて、加熱発泡材Ｆ２０は、屋内側に発泡して、屋
外側ホロー部Ｓ５の内部を塞ぐ。
【００９４】
　また、外障子２Ａでは、火災温度が所定の温度まで達すると、低温加熱発泡材Ｆ６が屋
内側に発泡して、外框アタッチメント７０Ａのアタッチメント凹部Ｓ４と内障子２Ｂの召
合せ内框２４Ｂの外壁部４０の外板部４１との間の隙間を埋める。さらに、火災温度が上
昇すると、高温加熱発泡材Ｆ５が屋内側に発泡する。このため、低温加熱発泡材Ｆ６の発
泡が完了して隙間を埋めた後に、火災温度がさらに上昇して、召合せ外框２４Ａ及び召合
せ内框２４Ｂが変形して、召合せ外框２４Ａと召合せ内框２４Ｂとの間に隙間が生じた場
合でも、高温加熱発泡材Ｆ６が発泡して、当該隙間を埋める。
【００９５】
　内障子２Ｂでは、火災温度が所定の温度まで達すると、低温加熱発泡材Ｆ６が屋外側に
発泡して、内框アタッチメント７０Ｂのアタッチメント凹部Ｓ４と外障子２Ａの召合せ外
框２４Ａの内壁部５０の内板部５２との間の隙間を埋める。さらに、火災温度が上昇する
と、高温加熱発泡材Ｆ５が屋外側に発泡する。このため、低温加熱発泡材Ｆ６の発泡が完
了して隙間を埋めた後に、火災温度がさらに上昇して、召合せ外框２４Ａ及び召合せ内框
２４Ｂが変形して、召合せ外框２４Ａと召合せ内框２４Ｂとの間に隙間が生じた場合でも
、高温加熱発泡材Ｆ６が発泡して、当該隙間を埋める。
【００９６】
　また、火災時に、外障子２Ａが屋外側に変位したり、内障子２Ｂが屋内側に変位したり
すると、各開き防止金具８０の第２折曲壁部８３が屋内外方向に当接する（係合する）。
換言すると、外障子２Ａの開き防止金具８０の第２折曲壁部８３の屋外側の面に、内障子
２Ｂの開き防止金具８０の第２折曲壁部８３の屋内側の面が当接する。このため、外障子
２Ａが屋外側に倒れたり、内障子２Ｂが屋内側に倒れたりすることが抑制される。
【００９７】
　このように構成された引き違い窓１００では、召合せ框２４における他の障子２Ａ，２
Ｂを向く側に設けられ開き防止金具８０は、左右方向に延びている。開き防止金具の第２
折曲壁部（左右方向の端部）８３は、互いに屋内外方向に離間して配置されているため、
開閉時に接触することがない。
　また、外框アタッチメント７０Ａ及び内障子アタッチメント７０Ｂの端部板部７６どう
しは屋内外方向に係合するため、外障子２ａ及び内障子２Ｂは互いに拘束される。火災時
に樹脂製の外框アタッチメント７０Ａ及び内障子アタッチメント７０Ｂが溶融した場合で
あっても、開き防止金具８０の第２折曲壁部８３は、互いに屋内外方向に当接するため、
障子を互いに拘束することができる。
【００９８】
　また、外障子２Ａに設けられた開き防止金具８０は第２框芯材１２０に螺子１２２ｚで
固定されているため、火災時に高温になり万が一樹脂框２５が溶融しても、開き防止金具
８０が召合せ框２４から脱落したり、外れたりすることが抑制される。
【００９９】
　また、第１折曲壁部８２は召合せ框２４における他の障子２Ａ（または２Ｂ）を向く側
に取り付けられた取付壁部８１から他の障子２Ａ，２Ｂ側に延びるため、取付壁部８１か
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ら戸先框２３側に延びる第２折曲壁部８３を一の障子２Ｂ（または２Ａ）から屋内外方向
に離間して設けることができる。よって、第１折曲壁部８２で形成される空間に他方の第
２折曲壁部８３を配置することにより、第２折曲壁部８３どうしが屋内外方向に離間して
配置されるため、開閉時に第２折曲壁部８３どうしが接触することがなく、開閉動作の妨
げとなることがない。
【０１００】
　また、第２折曲壁部８３は戸先框２３側に延びるため、火災時に、開き防止金具８０の
第２折曲壁部８３どうしが当接する面積を大きく確保でき、障子２Ａ，２Ｂを互いに確実
に拘束することができる。
【０１０１】
　火災時には、火災温度が所定の温度に達すると、低温加熱発泡材Ｆ６が、屋内外方向に
発泡し、召合せ外框２４Ａと召合せ内框２４Ｂの間の隙間が塞がれる。さらに、火災温度
の上昇に伴い外障子２Ａ及び内障子２Ｂが変形して、召合せ外框２４Ａと召合せ内框２４
Ｂの間に隙間が生じた場合でも、低温加熱発泡材Ｆ６よりも発泡温度が高い高温加熱発泡
材Ｆ５が、屋内外方向に発泡し、当該隙間が塞がれる。よって、火災時に、召合せ外框２
４Ａと召合せ内框２４Ｂの間の隙間を塞ぐことができる。
【０１０２】
　また、召合せ框２４に、当該障子２Ａ（または２Ｂ）側から他の障子２Ｂ（または２Ａ
）側へ、高温加熱発泡材Ｆ５及び低温加熱発泡材Ｆ６が、この順で設けられている。よっ
て、低温加熱発泡材Ｆ６が露出しているため、火災時に、低温加熱発泡材Ｆ６から順に確
実に発泡させることができる。
【０１０３】
　また、開き防止金具８０はクレセント錠３８よりも上方に設けられているため、火災時
に最も反りが大きい框体２０の上部を確実に拘束することができる。
【０１０４】
　なお、上述した実施の形態において示した各構成部材の諸形状や組み合わせ等は一例で
あって、本発明の主旨から逸脱しない範囲において設計要求等に基づき種々変更可能であ
る。
【０１０５】
　例えば、上記に示す実施形態において、開き防止金具８０は、戸先框２３側に延びるよ
うに設けられているが、本発明はこれに限られず、戸先框２３から離間する側に延びてい
てもよい。
【０１０６】
　また、上記に示す実施形態では、開き防止金具８０は、外框アタッチメント７０Ａ及び
内框アタッチメント７０Ｂの第３折曲板部７４に沿って配置されているが、本発明はこれ
に限られない。開き防止金具８０は、召合せ框２４における他方の障子２Ａ，２Ｂを向く
側に設けられていればよく、外框アタッチメント７０Ａ及び内框アタッチメント７０Ｂに
おける他方の障子２Ａ（または２Ｂ）を向く面や、召合せ框２４における他方の障子２Ａ
（または２Ｂ）を向く面に直接設けられていてもよい。
【０１０７】
　また、上記に示す実施形態では、開き防止金具８０の取付壁部８１が召合せ框２４にお
ける他方の障子２Ａ（または２Ｂ）を向く側に取り付けられているが、本発明はこれに限
られない。開き防止金具８０が召合せ框２４における他方の障子２Ａ（または２Ｂ）を向
く側に設けられ、左右方向に延びていればよく、例えば、開き防止金具が召合せ框２４に
おける屋内外方向に沿う端面に取り付けられ、当該端面から他の障子２Ａ（または２Ｂ）
側に延びて、先端部が戸先框２３側に延びるように折れ曲がったＬ字状をなす形状であっ
てもよい。
【０１０８】
　また、上記に示す実施形態において、第一加熱発泡材、第二加熱発泡材等の加熱発泡材
が設けられているが、本発明はこれに限られず、加熱発泡材が設けられていなくてもよい
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【０１０９】
　また、上記に示す実施形態では、枠体１内に２枚の障子２Ａ，２Ｂが設けられた引き違
い窓を例に挙げて説明したが、本発明はこれに限られない。枠体内に３枚以上の障子が設
けられた引き違い戸であってもよい。また、枠体内に障子が２枚設けられ、１枚はスライ
ド可能に設けられ、もう１枚は嵌め殺しで設けられていてもよい。また、枠体内に障子が
１枚設けられた片引き戸であってもよい。片引き戸等のように、閉鎖時に障子が壁部（袖
壁）に引き込まれる構成では、召合せ框及び方立に障子移動規制部が設けられ、障子移動
規制部が樹脂製であるとともに対向配置された障子移動規制部と屋内外方向に係合可能に
構成され、開き防止金具の左右方向の端部が、互いに屋内外方向に離間しつつ、平面視で
屋内外方向に重なって配置されるとともに、火災時にのみ屋内外方向に当接可能に構成さ
れていればよい。
【０１１０】
　また、上記に示す実施形態では、框体２０は、樹脂框２５と、樹脂框２５の内部に挿入
配置された金属製の第１框芯材１１０と、を有する構成であるが、本発明はこれに限られ
ない。障子の框体は、樹脂框２５と第１框芯材１１０の他に、樹脂框２５の屋外側及び屋
内側の少なくとも一方に配置された金属製の形材を有する構成であってもよい。
【符号の説明】
【０１１１】
１…枠体
２Ａ…外障子
２Ｂ…内障子
１１…上枠
１２…下枠
１３…縦枠
２０…框体
２１…上框
２２…下框
２３…戸先框
２４…召合せ框
２４Ａ…召合せ外框
２４Ｂ…召合せ内框
２５…樹脂框
２９…ガラス保持溝
３０…複層ガラス
４０…外壁部
５０…内壁部
７０Ａ…外框アタッチメント
７０Ｂ…内框アタッチメント
７９…切欠き部　
８０…開き防止金具
８１…取付壁部（取付部）
８２…第１折曲壁部（延出部）
８３…第２折曲壁部（端部、当接部）
９０…補強材
１００…引き違い窓
１１０…第１框芯材
１２０…第２框芯材（框補強部材）
Ｆ１～Ｆ４，Ｆ２０…加熱発泡材
Ｆ５…高温加熱発泡材（第一加熱発泡材）
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Ｆ６…低温加熱発泡材（第二加熱発泡材）
Ｓ１…框ホロー部
Ｓ２…框凹部空間
Ｓ４…アタッチメント凹部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】



(18) JP 6868525 B2 2021.5.12

10

フロントページの続き

    審査官  秋山　斉昭

(56)参考文献  特開２０１４－１２２４７１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１５－４８６００（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００９－５２３３３（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｅ０６Ｂ　　　５／１６　　　　
              Ｅ０６Ｂ　　　３／２２　　　　
              Ｅ０６Ｂ　　　３／４６　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

